
参考：
7号機の検査完了件数/検査件数
（8月末時点）

これまでお伝えをしてきた一般的な使用前事業者検査の流れについて、あらためて整理を実施
なお、７号機において営業運転開始前までに事業者（当社）が実施する使用前事業者検査は、
471件中※ 436件を実施済（8月末時点）

使用前事業者検査の流れについて
2023年9月14日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

※検査件数は、機能維持のための保全作業等を行うことで再検査が生じ、変更となる可能性有

原子炉起動（制御棒引き抜き）

原子炉の制御等の
健全性を確認

主要設備の構造や機能の
健全性を確認

発電設備全体の
健全性を確認

①燃料装荷前に行う検査

規制庁による
使用前確認

② 燃料装荷後に
行う検査

③ 原子炉の起動を伴う
検査

規制庁による
使用前確認

規制庁による
使用前確認

規制庁による
使用前確認

規制庁による
使用前確認

規制庁による
使用前確認

② 原子炉起動前までに行う検査

③ 営業運転開始前までに行う検査
燃料装荷

＜使用前事業者検査の流れ イメージ（再整理前）＞

＜使用前事業者検査の流れ イメージ（再整理後）＞

① 燃料装荷前までに行う検査 ①426/451件

②10/17件
※ 燃料装荷後に行う検査は6件

（燃料の配置確認やスクラム検査等）

③0/3件
※ すべて原子炉の起動後に行う検査

（蒸気で動く機器や設備の検査）


